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　県の環境の状況や第４次基本計画及び分野別計画に基づく施策の実施状況、その他の環
境配慮への取組状況等を毎年度取りまとめ、県の環境白書として公表します。

　環境マネジメントシステムに基づき実施しているエコオフィス取組状況や目標達成状況
を県のホームページで公表します。

　基本計画は本県の環境施策の基本的な方向を示しています。
　低炭素社会、循環型社会及び自然共生社会構築への取組に関する具体的な施策、目標、
評価指標については、それぞれ分野別計画（低炭素（温暖化）関係は基本計画が分野別計
画としての位置づけ）において推進することとしており、進捗管理については、基本計画
と分野別計画を併せて実施します。

　基本計画及び各分野別計画の進捗管理結果は、和歌山県環境審議会に報告し、意見や助
言を受けることとします。

5-2　県の事務事業における取組の公表（環境マネジメントシステム）

5-3　分野別計画との連携による進行管理　

5-4　環境審議会への報告

計画の進行管理第５章
5-1　環境白書による公表　

取　　組 項　　目 現 況 値 目　　標
（目標年度H32年度）

低炭素社会への取組

循環型社会への取組

自然共生社会への取組

安全・安心の確保への取組

温室効果ガス排出量

生物多様性和歌山戦略で設定

383千トン（H25年度）

13.5％（H25年度）

52千トン（H25年度）

3,719千トン（H25年度）

67.4%（H25年度）

176千トン（H25年度）

96.8%（H26年度）

100%（H26年度）

100%（H26年度）

87.9%（H26年度）

44.4%（H26年度）

0%（H26年度）

83.3%（H26年度）

95.5%（H26年度）

100％（H26年度）

0人（H26年度）

0人（H26年度）

0人（H26年度）

排出量

再生利用率

最終処分量

排出量

再生利用率

最終処分量

ダイオキシン類

微小粒子状物質

光化学オキシダント

アスベスト

二酸化いおう

二酸化窒素

一酸化炭素

浮遊粒子状物質

微小粒子状物質

（PM2.5）

光化学オキシダント

ＢＯＤ

ＣＯＤ

短期2020（H32）年度

2013（H25）年度比

-9％の水準

中期2030（H42）年度

2013（H25）年度比

-20％の水準

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

0人

0人

0人

20,410千t-CO2

（H25年度）

和歌山県廃棄物処理計画

で設定
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【環境指標】

取　　組 項　　目 現 況 値 目　　標
（目標年度H32年度）

低炭素社会への取組

循環型社会への取組

自然共生社会への取組

安全・安心の確保への取組

温室効果ガス排出量

生物多様性和歌山戦略で設定

383千トン（H25年度）

13.5％（H25年度）

52千トン（H25年度）

3,719千トン（H25年度）

67.4%（H25年度）

176千トン（H25年度）

96.8%（H26年度）

100%（H26年度）

100%（H26年度）

87.9%（H26年度）

44.4%（H26年度）

0%（H26年度）

83.3%（H26年度）

95.5%（H26年度）

100％（H26年度）

0人（H26年度）

0人（H26年度）

0人（H26年度）

排出量

再生利用率

最終処分量

排出量

再生利用率

最終処分量

ダイオキシン類

微小粒子状物質

光化学オキシダント

アスベスト

二酸化いおう

二酸化窒素

一酸化炭素

浮遊粒子状物質

微小粒子状物質

（PM2.5）

光化学オキシダント

ＢＯＤ

ＣＯＤ

短期2020（H32）年度

2013（H25）年度比

-9％の水準

中期2030（H42）年度

2013（H25）年度比

-20％の水準

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

0人

0人

0人

20,410千t-CO2

（H25年度）

和歌山県廃棄物処理計画

で設定
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